
県社協への寄附金県社協への寄附金

左）親切会中部支部 支部長  宮部 龍二 様　　右）本会 事務局長  川和田 篤

日立グループ「親切会」中部支部 様 から本会（ふれあい基金）
へ100,000円のご寄附をいただきました。（7月27日）

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償 !!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

ふくしの保険 検 索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円

1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

● このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ ●

〈SJNK16 16921　2017.2.3 作成〉

ありがとうございました

静岡県社会福祉協議会は、県民の皆さまや様々な機関・団体と連携し、「福祉のまちづくり」を目的と
した事業を実施しています。

・福祉の推進に向けた意識啓発　・人材養成（育成）　・担い手確保　・地域福祉活動の推進
・権利擁護の充実　 ・情報提供　・福祉事業者支援　・災害ボランティアセンター
こうした本会の活動に賛同し、資金的な援助をしていただける賛助会員を募集しています。

◆ 特　典（賛助会員）
　 １. 機関紙「社会福祉しずおか」を毎月お届けします。
　 ２. 社会福祉に関する情報「メールマガジン」（月２回）を配信します。
　 ３. 法人・団体会員には、県内「社会福祉施設・団体要覧」（年1回発行）をお届けします。
　 ４. 申告により、所得税・個人住民税、法人税等の優遇措置を受けることができます。

◆ 会　費（年額）
　 個人　一口／2,000円　法人・団体　一口／10,000円
　 ※何口でも御加入いただけます。

◆ 申込みについて
　 入会申込書に必要事項を御記入の上、下記までお送りください。
　 書類を確認後、こちらから会費のお支払等の御案内をお送りします。
　　※なお、入会申込書は本会ホームページ（http://www.shizuoka-wel.jp/）
　　　からダウンロードすることができます。

◆ 書類送付・問い合わせ先

〒420-8670　静岡市葵区駿府町1番70号　静岡県総合社会福祉会館シズウエル
社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 総務課 　TEL 054-254-5248　FAX 054-251-7508　

賛助会員を募集しています
福祉のまちづくり絵画コンクール優秀作品を紹介します（平成28年度）福祉のまちづくり絵画コンクール優秀作品を紹介します（平成28年度）

やさしさでつながる福祉（しあわせ）のまちやさしさでつながる福祉（しあわせ）のまちテーマ

●平成29年　No.802　毎月1日発行　1部　50円　発行　平成29年9月1日

〒420-8670 静岡市葵区駿府町1番70号　電話.054-254-5248　ＦＡＸ.054-251-7508　http://www.shizuoka-wel.jp
E-mail spcsw@shizuoka-wel.jp

社会福祉法人静岡県社会福祉協議会
編集発行

社会参加で地域づくり・健康づくり
～壮年熟期活躍プロジェクト～

※学校名、学年は平成28年度のものです。

※本機関紙は皆さまの会費を充当し発行しております。
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社会参加で地域づくり・健康づくり
～壮年熟期活躍プロジェクト～

　
静
岡
県
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健

康
長
寿
県
で
あ
り
、年
齢
を
重
ね
て
も

お
元
気
な
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
か
ら
、一般
的
に
は
高
齢
者
と
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
の
年
齢
の
方
々
を
、活
躍

盛
り
の「
壮
年
熟
期
」　※1

と
呼
び
、高
齢

者
と
し
て
支
え
ら
れ
る
側
で
は
な
く
、

社
会
を
支
え
る
側
と
し
て
活
躍
す
る
世

代
と
し
て
い
ま
す
。

※
1（
平
成
27
年
度
に
静
岡
県
が
提
唱
し
た「
ふ
じ

の
く
に
型
人
生
区
分
」の
年
齢
区
分
の
ひ
と
つ
で
、

66
歳
か
ら
76
歳

　左
図
）

　
そ
し
て
、そ
の
壮
年
熟
期
の
方
々
が
こ

れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

社
会
で
元
気
に
活
躍
す
る
こ
と
を
応
援

す
る
た
め
の
事
業
が「
ふ
じ
の
く
に
壮
年

熟
期
活
躍
プ
ロ
ジェク
ト
」で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
は
、２
つ

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、ご
本
人
の
介
護
予
防
、さ
ら

に
は
健
康
寿
命
の
延
伸
で
す
。県
で
は
、

運
動
、食
生
活
、社
会
参
加
に
着
目
し

た
健
康
づ
く
り
、介
護
予
防
を
進
め
て

い
ま
す
。一口
に
社
会
参
加
と
言
っ

て
も
、就
労
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地

域
活
動
、趣
味
な
ど
、そ
の
方
法

は
多
様
で
す
が
、社
会
に
出
て
、

様
々
な
方
々
と
交
流
し
、生
き
が

い
や
や
り
が
い
を
持
つ
こ
と
が
、心

身
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
、地
域
や
社
会
の

支
え
手
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

多
く
の
地
域
で
は
、自
治
会
や
お

祭
り
会
、奉
仕
活
動
な
ど
の「
担

い
手
」の
確
保
に
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。特
に
、一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
、さ
ら

に
は
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
、

例
え
ば
、高
い
と
こ
ろ
の
電
球
交

換
や
お
風
呂
掃
除
、布
団
カ
バ
ー

の
洗
濯
な
ど
、日
常
生
活
に

ち
ょっ
と
し
た
手
助
け
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
も
急
速
に
増
加
し

て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
元
気
で
、

体
力
も
あ
る「
壮
年
熟
期
」世
代
の

方
々
に
、こ
う
し
た
活
動
の
担
い
手
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、支
え
あ
い
の

地
域
づ
く
り
や
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
って
い
き
ま
す（
左
図
）。

＜表 平成29年度実施＞

ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特 集

社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア

　「
ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ

ジ
ェク
ト
」は
、２
つ
の
取
組
か
ら
成
り
ま

す
。１
つ
は
、「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
」

で
す
。「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
」で
は
、

社
会
参
加
の
重
要
性
を
知
り
、そ
の

き
っ
か
け
を
つ
く
る
講
演
会
、同
世
代
の

方
々
の
様
々
な
活
動
の
発
表
、様
々
な
活

動
を
行
う
団
体
等
の
紹
介（
ブ
ー
ス
出

展
）を
行
い
、県
内
の
３
か
ら
４
地
区
で

実
施
し
ま
す
。も
う
１
つ
は
、「
講
習・体

験
会
」で
す
。「
講
習・体
験
会
」は
、自

分
に
合
う
社
会
参
加
の
具
体
的
な
活
動

場
と
も
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
、社
会
参
加
促
進
フェア
を

拡
充
し
、県
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
す

（
表
）。去
る
７
月
22
日（
土
）に
は
、湖
西

市
に
お
い
て
、今
年
度
の
初
回
と
な
る

「
社
会
参
加
促
進
フェア
in
湖
西
」を
開

催
し
、約
5
5
0
人
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、小
学

生
、80
代
の
方
、障
害
の
あ
る
方
が
、一緒

に
な
っ
て
、地
元
出
身
の
歌
手
の
歌
に
合

わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。講
演

会
で
は
、歌
手
の
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
二
度
と
な
い
人
生

だ
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
、お
話
に
加
え
、さ

と
う
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
で
あ
る「
青
葉

城
恋
唄
」な
ど
７
曲
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。湖
西
市
の
子
ど
も
た
ち
と一

緒
に
歌
っ
た
曲「
虹
を
架
け
よ
う
」（
東

日
本
大
震
災
被
災
三
県
の
復
興
支
援
ソ

ン
グ
）で
は
、客
席
か
ら
自
然
と
手
拍
子

が
起
こ
り
、会
場
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、フ
ロ
ア
で
は
、民
間
事
業
所
に

よ
る
体
力
測
定
や
、地
域
活
動
を
行
う

様
々
な
団
体
等
に
ご
出
展
い
た
だ
き
、多

く
の
参
加
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

島
田
市
、藤
枝
市
、静
岡
市
で
実
施
し

ま
す
の
で
、是
非
、お
近
く
の
会
場
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。※
内
容・お
申
込

み
方
法
等
の
詳
細
は
、「
ふ
じ
の
く
に
壮

年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
： 
　

http://w
w

w
.soukatsu-pjt.com

/
）

の
糸
口
を
見
つ
け
、継
続
的
な
活
動
に
つ

な
げ
る
た
め
の
知
識
や
技
術
等
を
習
得

す
る
も
の
で
す（
左
図
）。

　
昨
年
度
は
、９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
３
会
場
で
実
施
し
、全
体
で
約

8
5
0
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
殿
場
会
場
、袋
井
会
場
で
は
、落

語
家
の
三
遊
亭
楽
春
さ
ん
を
講
師
に

「
笑
い
の
効
果
で
健
康
＆
社
会
参
加
意

欲
の
向
上
」に
つ
い
て
、磐
田
会
場
で
は
、

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
国
井
雅
比
古
さ
ん

を
講
師
に「
地
域
で
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽

し
も
う
」に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、実
際
に
居
場
所
の
活

動
を
実
践
し
て
い
る
方
や

自
治
会
の
役
員
等
か
ら
、

地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て

ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
、

地
域
で
の
活
動
に
参
加

し
た
い
」、「
居
場
所
に
足

を
運
ん
で
み
ま
す
」な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、各
会

 

実施市町

開 催 日

場　　所

来場者数

講演講師

内　　容

湖西市

７月22日（土）

新居地域センター

550人

さとう 宗幸 氏
（歌手）

① 講演：社会参加意欲を向上させるための講演

② 活動発表：多様な社会参加活動の事例紹介

③ ブース出展：社会参加の場を見つけるためのブース出展

島田市

10月８日（日）

プラザおおるり

450人

八名 信夫 氏
（俳優）

藤枝市

９月７日（木）

生涯学習センター

350人

堀尾 正明 氏
（フリーアナウンサー）

静岡市

10月21日（土）

市民文化会館

360人

南雲 吉則 氏
（医者）

社会参加促進フェア

講習・体験会

講 演

活動発表
同年代の方のさまざまな活動を
知ることで、自分がやりたい社会
参加を見つける。

活動団体紹介
（ブース出展）

さまざまな団体の活動をみること
で、自分がやりたい社会参加の
場を見つける。

自分に合う「社会参加」
の具体的な活動の糸口
を見つけるための講習。

継続的な社会参加につ
ながる各種活動の体験。

社会参加の重要性を知る。

老  

年

壮  

年

ふじのくに型 人 生 区 分
百寿者 100歳以上

長老  88～99歳

中 老  81～87歳

初 老  77～80歳

壮年熟期 66～76歳
じゅくき

壮年盛期 56～65歳

壮年初期 46～55歳

せいき

100歳の長寿を
寿（ことほ）ぐ世代

米寿（88歳）から
白寿（99歳）まで

傘寿後から米寿前まで

喜寿（77歳）から
傘寿（80歳）まで

様々なことに熟達し、
社会で元気に活躍する世代

経験を積み、
社会で活躍する世代〈中期〉

経験を積み、
社会で活躍する世代〈前期〉

3 2
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社会参加で地域づくり・健康づくり
～壮年熟期活躍プロジェクト～
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年
熟
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で
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く
、

社
会
を
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る
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と
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活
躍
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世

代
と
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す
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1（
平
成
27
年
度
に
静
岡
県
が
提
唱
し
た「
ふ
じ

の
く
に
型
人
生
区
分
」の
年
齢
区
分
の
ひ
と
つ
で
、

66
歳
か
ら
76
歳

　左
図
）

　
そ
し
て
、そ
の
壮
年
熟
期
の
方
々
が
こ

れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

社
会
で
元
気
に
活
躍
す
る
こ
と
を
応
援

す
る
た
め
の
事
業
が「
ふ
じ
の
く
に
壮
年

熟
期
活
躍
プ
ロ
ジェク
ト
」で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
は
、２
つ

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、ご
本
人
の
介
護
予
防
、さ
ら

に
は
健
康
寿
命
の
延
伸
で
す
。県
で
は
、

運
動
、食
生
活
、社
会
参
加
に
着
目
し

た
健
康
づ
く
り
、介
護
予
防
を
進
め
て

い
ま
す
。一口
に
社
会
参
加
と
言
っ

て
も
、就
労
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地

域
活
動
、趣
味
な
ど
、そ
の
方
法

は
多
様
で
す
が
、社
会
に
出
て
、

様
々
な
方
々
と
交
流
し
、生
き
が

い
や
や
り
が
い
を
持
つ
こ
と
が
、心

身
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
、地
域
や
社
会
の

支
え
手
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

多
く
の
地
域
で
は
、自
治
会
や
お

祭
り
会
、奉
仕
活
動
な
ど
の「
担

い
手
」の
確
保
に
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。特
に
、一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
、さ
ら

に
は
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
、

例
え
ば
、高
い
と
こ
ろ
の
電
球
交

換
や
お
風
呂
掃
除
、布
団
カ
バ
ー

の
洗
濯
な
ど
、日
常
生
活
に

ち
ょっ
と
し
た
手
助
け
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
も
急
速
に
増
加
し

て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
元
気
で
、

体
力
も
あ
る「
壮
年
熟
期
」世
代
の

方
々
に
、こ
う
し
た
活
動
の
担
い
手
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、支
え
あ
い
の

地
域
づ
く
り
や
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
って
い
き
ま
す（
左
図
）。

＜表 平成29年度実施＞

ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特 集

社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア

　「
ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ

ジ
ェク
ト
」は
、２
つ
の
取
組
か
ら
成
り
ま

す
。１
つ
は
、「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
」

で
す
。「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
」で
は
、

社
会
参
加
の
重
要
性
を
知
り
、そ
の

き
っ
か
け
を
つ
く
る
講
演
会
、同
世
代
の

方
々
の
様
々
な
活
動
の
発
表
、様
々
な
活

動
を
行
う
団
体
等
の
紹
介（
ブ
ー
ス
出

展
）を
行
い
、県
内
の
３
か
ら
４
地
区
で

実
施
し
ま
す
。も
う
１
つ
は
、「
講
習・体

験
会
」で
す
。「
講
習・体
験
会
」は
、自

分
に
合
う
社
会
参
加
の
具
体
的
な
活
動

場
と
も
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
、社
会
参
加
促
進
フェア
を

拡
充
し
、県
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
す

（
表
）。去
る
７
月
22
日（
土
）に
は
、湖
西

市
に
お
い
て
、今
年
度
の
初
回
と
な
る

「
社
会
参
加
促
進
フェア
in
湖
西
」を
開

催
し
、約
5
5
0
人
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、小
学

生
、80
代
の
方
、障
害
の
あ
る
方
が
、一緒

に
な
っ
て
、地
元
出
身
の
歌
手
の
歌
に
合

わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。講
演

会
で
は
、歌
手
の
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
二
度
と
な
い
人
生

だ
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
、お
話
に
加
え
、さ

と
う
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
で
あ
る「
青
葉

城
恋
唄
」な
ど
７
曲
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。湖
西
市
の
子
ど
も
た
ち
と一

緒
に
歌
っ
た
曲「
虹
を
架
け
よ
う
」（
東

日
本
大
震
災
被
災
三
県
の
復
興
支
援
ソ

ン
グ
）で
は
、客
席
か
ら
自
然
と
手
拍
子

が
起
こ
り
、会
場
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、フ
ロ
ア
で
は
、民
間
事
業
所
に

よ
る
体
力
測
定
や
、地
域
活
動
を
行
う

様
々
な
団
体
等
に
ご
出
展
い
た
だ
き
、多

く
の
参
加
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

島
田
市
、藤
枝
市
、静
岡
市
で
実
施
し

ま
す
の
で
、是
非
、お
近
く
の
会
場
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。※
内
容・お
申
込

み
方
法
等
の
詳
細
は
、「
ふ
じ
の
く
に
壮

年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
： 

　

http://w
w

w
.soukatsu-pjt.com

/

）

の
糸
口
を
見
つ
け
、継
続
的
な
活
動
に
つ

な
げ
る
た
め
の
知
識
や
技
術
等
を
習
得

す
る
も
の
で
す（
左
図
）。

　
昨
年
度
は
、９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
３
会
場
で
実
施
し
、全
体
で
約

8
5
0
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
殿
場
会
場
、袋
井
会
場
で
は
、落

語
家
の
三
遊
亭
楽
春
さ
ん
を
講
師
に

「
笑
い
の
効
果
で
健
康
＆
社
会
参
加
意

欲
の
向
上
」に
つ
い
て
、磐
田
会
場
で
は
、

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
国
井
雅
比
古
さ
ん

を
講
師
に「
地
域
で
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽

し
も
う
」に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、実
際
に
居
場
所
の
活

動
を
実
践
し
て
い
る
方
や

自
治
会
の
役
員
等
か
ら
、

地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て

ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
、

地
域
で
の
活
動
に
参
加

し
た
い
」、「
居
場
所
に
足

を
運
ん
で
み
ま
す
」な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、各
会

 

実施市町

開 催 日

場　　所

来場者数

講演講師

内　　容

湖西市

７月22日（土）

新居地域センター

550人

さとう 宗幸 氏
（歌手）

① 講演：社会参加意欲を向上させるための講演

② 活動発表：多様な社会参加活動の事例紹介

③ ブース出展：社会参加の場を見つけるためのブース出展

島田市

10月８日（日）

プラザおおるり

450人

八名 信夫 氏
（俳優）

藤枝市

９月７日（木）

生涯学習センター

350人

堀尾 正明 氏
（フリーアナウンサー）

静岡市

10月21日（土）

市民文化会館

360人

南雲 吉則 氏
（医者）

社会参加促進フェア

講習・体験会

講 演

活動発表
同年代の方のさまざまな活動を
知ることで、自分がやりたい社会
参加を見つける。

活動団体紹介
（ブース出展）

さまざまな団体の活動をみること
で、自分がやりたい社会参加の
場を見つける。

自分に合う「社会参加」
の具体的な活動の糸口
を見つけるための講習。

継続的な社会参加につ
ながる各種活動の体験。

社会参加の重要性を知る。

老  

年

壮  

年

ふじのくに型 人 生 区 分
百寿者 100歳以上

長老  88～99歳

中 老  81～87歳

初 老  77～80歳

壮年熟期 66～76歳
じゅくき

壮年盛期 56～65歳

壮年初期 46～55歳

せいき

100歳の長寿を
寿（ことほ）ぐ世代

米寿（88歳）から
白寿（99歳）まで

傘寿後から米寿前まで

喜寿（77歳）から
傘寿（80歳）まで

様々なことに熟達し、
社会で元気に活躍する世代

経験を積み、
社会で活躍する世代〈中期〉

経験を積み、
社会で活躍する世代〈前期〉
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昨
年
度
は
、居
場
所
を
始
め
と
し
た

地
域
活
動
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講

義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
内
容
と
す

る「
基
礎
講
習
コ
ー
ス
」、農
家
で
の
季

節
就
農
体
験
や
居
場
所
で
の
運
営
補

助
体
験
や
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
の「
体

験
会
コ
ー
ス
」を
実
施
し
、基
礎
講
習
に

は
1
0
7
人
、体
験
会
に
は
55
人
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
何

か
を
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
、意
欲
が

湧
い
て
き
た
。ま
ず
は一
歩
が
踏
み
出
せ

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
」、「
前
向
き
に
健
康
で
社
会
参
加（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）を
行
っ
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

講
習
・
体
験
会

　
昨
年
度
は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
方
々
が
、講
習・体
験
会
で
学
ん

だ
成
果
の
発
表
や
参
加
者
相
互
の
交
流

を
目
的
と
し
て
、２
月
に「
成
果
発
表・

交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、講
習・体
験
会
の
参
加
者
が
、

講
習
等
に
参
加
し
た
動
機
や
講
習
等
で

得
た
成
果
、今
後
の
活
動
目
標
等
に
つい

て
、発
表
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、全
員

が
自
分
の
言
葉
で
、こ
れ
か
ら
の
夢
、希

望
、活
動
し
た
い
こ
と
な
ど
を「
壮
年
熟

期
活
躍
宣
言
」と
し
て
残
し
、参
加
者

を
代
表
し
て
11
名
の
方
に
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、参
加
者
一人
ひ
と
り
が

「
や
り
た
い
こ
と
」「
や
れ
る
こ
と
」を
記

載
し
た
名
刺
の
交
換
を
行
い
、「
生
ま
れ

て
初
め
て
自
分
の
名
刺
を
持
っ
た
」「
地

域
活
動
に
参
加
し
て
、こ
の
名
刺
を
配

り
た
い
」な
ど
、想
像
以
上
の
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。

成
果
発
表
・
交
流
会

（左図）助け合い活動についてゲームを通じて体験（磐田市） （右図）みかん収穫体験を行う壮年熟期の男性

　
昨
年
度
の「
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」修
了
生
は
、社
会
参
加
促
進
フ
ェ

ア
や
講
習・体
験
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、地
域
に
戻
っ
て
様
々
な
形
で
活
動

を
始
め
て
い
ま
す
。御
殿
場
市
で
は
、講

習・体
験
会
を
通
じ
て
、気
軽
に
集
ま
る

こ
と
の
で
き
る〝
居
場
所
〞を
立
上
げ
た

い
と
感
じ
た
修
了
生
が
、居
場
所
立
上

げ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
学
ぶ
た
め
、「
模
擬

居
場
所
」を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
模
擬
居
場
所
は
、地
元
商
店
街
の
協

力
を
得
て
３
回
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
、地
元
の
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。運
営
に
携
わ
っ
た
修
了
生
た

ち
は
、自
分
た
ち
で
も「
や
れ
る
」と
い

う
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

模
擬
居
場
所
実
施
後
、３
人
の
参
加
者

が
、地
域
の
公
民
館
や
空
き
家
を
利
用

し
た〝
居
場
所
〞を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ

で
す
。居
場
所
で
は
、地
域
の
お
年
寄
り

な
ど
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
楽
し
く
談

笑
し
な
が
ら
時
間
を
過
ご
し
た
り
、新

し
い
活
躍
の
場
と
し
て
自
分
の
得
意
な

こ
と
を
教
え
る
方
が
出
て
く
る
な
ど
、

様
々
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、今
後
も
、壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
継
続
し
、壮
年
熟
期
の
方
々
の
社
会
活

動
への
参
加
を
応
援
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、「
何
か
し
た
い
」と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ま
、「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

「
仲
間
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
あ
な
た
の
思
い

を
実
現
す
る
と
き
で
す
。ま
ず
は
、お
近
く
の
会

場
の
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
に
、是
非
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

御
殿
場
市
で
の
活
動

「模擬居場所」で参加者との交流を通じ、居場所の立上げ方法について学ぶ壮年熟期活躍プロジェクトの方々

（左図）居場所で楽しく談笑する参加者の方　 （右図）脳トレ講座を行う壮年熟期の男性

〈壮年熟期活躍プロジェクトに関するお問合せ先〉
　静岡県健康福祉部長寿政策課　電話：054-221-2442　FAX：054-221-2142

（上）壮年熟期活躍宣言

（上・右）作成した名刺

 

壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

修
了
生
に
よ
る
新
た
な
取
組
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昨
年
度
は
、居
場
所
を
始
め
と
し
た

地
域
活
動
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講

義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
内
容
と
す

る「
基
礎
講
習
コ
ー
ス
」、農
家
で
の
季

節
就
農
体
験
や
居
場
所
で
の
運
営
補

助
体
験
や
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
の「
体

験
会
コ
ー
ス
」を
実
施
し
、基
礎
講
習
に

は
1
0
7
人
、体
験
会
に
は
55
人
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
何

か
を
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
、意
欲
が

湧
い
て
き
た
。ま
ず
は一
歩
が
踏
み
出
せ

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
」、「
前
向
き
に
健
康
で
社
会
参
加（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）を
行
っ
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

講
習
・
体
験
会

　
昨
年
度
は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
方
々
が
、講
習・体
験
会
で
学
ん

だ
成
果
の
発
表
や
参
加
者
相
互
の
交
流

を
目
的
と
し
て
、２
月
に「
成
果
発
表・

交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、講
習・体
験
会
の
参
加
者
が
、

講
習
等
に
参
加
し
た
動
機
や
講
習
等
で

得
た
成
果
、今
後
の
活
動
目
標
等
に
つい

て
、発
表
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、全
員

が
自
分
の
言
葉
で
、こ
れ
か
ら
の
夢
、希

望
、活
動
し
た
い
こ
と
な
ど
を「
壮
年
熟

期
活
躍
宣
言
」と
し
て
残
し
、参
加
者

を
代
表
し
て
11
名
の
方
に
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、参
加
者
一人
ひ
と
り
が

「
や
り
た
い
こ
と
」「
や
れ
る
こ
と
」を
記

載
し
た
名
刺
の
交
換
を
行
い
、「
生
ま
れ

て
初
め
て
自
分
の
名
刺
を
持
っ
た
」「
地

域
活
動
に
参
加
し
て
、こ
の
名
刺
を
配

り
た
い
」な
ど
、想
像
以
上
の
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。

成
果
発
表
・
交
流
会

（左図）助け合い活動についてゲームを通じて体験（磐田市） （右図）みかん収穫体験を行う壮年熟期の男性

　
昨
年
度
の「
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」修
了
生
は
、社
会
参
加
促
進
フ
ェ

ア
や
講
習・体
験
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、地
域
に
戻
っ
て
様
々
な
形
で
活
動

を
始
め
て
い
ま
す
。御
殿
場
市
で
は
、講

習・体
験
会
を
通
じ
て
、気
軽
に
集
ま
る

こ
と
の
で
き
る〝
居
場
所
〞を
立
上
げ
た

い
と
感
じ
た
修
了
生
が
、居
場
所
立
上

げ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
学
ぶ
た
め
、「
模
擬

居
場
所
」を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
模
擬
居
場
所
は
、地
元
商
店
街
の
協

力
を
得
て
３
回
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
、地
元
の
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。運
営
に
携
わ
っ
た
修
了
生
た

ち
は
、自
分
た
ち
で
も「
や
れ
る
」と
い

う
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

模
擬
居
場
所
実
施
後
、３
人
の
参
加
者

が
、地
域
の
公
民
館
や
空
き
家
を
利
用

し
た〝
居
場
所
〞を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ

で
す
。居
場
所
で
は
、地
域
の
お
年
寄
り

な
ど
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
楽
し
く
談

笑
し
な
が
ら
時
間
を
過
ご
し
た
り
、新

し
い
活
躍
の
場
と
し
て
自
分
の
得
意
な

こ
と
を
教
え
る
方
が
出
て
く
る
な
ど
、

様
々
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、今
後
も
、壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
継
続
し
、壮
年
熟
期
の
方
々
の
社
会
活

動
への
参
加
を
応
援
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、「
何
か
し
た
い
」と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ま
、「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

「
仲
間
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
あ
な
た
の
思
い

を
実
現
す
る
と
き
で
す
。ま
ず
は
、お
近
く
の
会

場
の
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
に
、是
非
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

御
殿
場
市
で
の
活
動

「模擬居場所」で参加者との交流を通じ、居場所の立上げ方法について学ぶ壮年熟期活躍プロジェクトの方々

（左図）居場所で楽しく談笑する参加者の方　 （右図）脳トレ講座を行う壮年熟期の男性

〈壮年熟期活躍プロジェクトに関するお問合せ先〉
　静岡県健康福祉部長寿政策課　電話：054-221-2442　FAX：054-221-2142

（上）壮年熟期活躍宣言

（上・右）作成した名刺

 
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

修
了
生
に
よ
る
新
た
な
取
組
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静岡県社会福祉人材センター研修課主催の研修会のお知らせ
平成29年11月開催分をお知らせします。
★ラクラク申込み『WEB サービス』（会員対象）を御利用ください！→WEB サービスサイト http://www.shizuoka-wel.jp/member/training

問い合わせ先 ： 研修課　電話 054-271-2174☆詳しくはホームページをご覧ください　静岡県社協 研修 検  索

（１）すべての高齢者が安心して自立した生活ができる、
保健・福祉のまちづくりを進め、ふれあいの輪を広げ
よう。

（２）高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・社会参
加・ボランティア活動を進めよう。 

（３）高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防への取り組
みを進めよう。 

（４）高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支援のあ
り方や介護問題等をみんなで考え、高齢者や介護者
を支える取り組みを積極的に進めよう。 

（５）超高齢社会における家族や地域社会等の役割を理
解し、お互いに協力して安心と活力ある長寿社会を
つくろう。 

（６）減災や防災への取り組みに関心を持ち、日頃から地
域でのつながりを築こう。

キャンペーンが目指す６つの目標

9月15日は「老人の日」、9月15日から21日までの
１週間は「老人週間」です。
9月15日は「老人の日」、9月15日から21日までの
１週間は「老人週間」です。

□主唱　内閣府／消防庁／厚生労働省／全国社会福祉協議会／全国老人クラブ連合会／長寿社会開発センター／日本医師会／
日本歯科医師会／日本薬剤師会／日本看護協会／日本社会福祉士会／日本介護福祉士会

□協賛　ＮＨＫ／日本新聞協会／日本民間放送連盟

研修名 開催日 会場 対象者 内容・講師研修NO.

11/28
12/12～13

11/6

11/7

11/13

11/14

11/16
（午前）

11/16
（午後）

11/20

福祉職員キャリアパス対応
生涯研修課程
初任者コース（東部）

【新規】
心とからだに安らぎを与える

“手当て”セラピューティック・ケア

精神疾患の理解

福祉職場のチーム力
向上講座

「実践理論」を活用した
専門職教育法講座

【新規】
車いすメンテナンス
セミナー

【新規】
快適なおむつの
使い方講座

口腔のケア講座

初任者（概ね入職後１～２年
程度の職員）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

・サービス提供者、チームの一員としての基本の習得
・福祉職員が自らのキャリアデザインを描く
 講師：福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程指導者

「触れること」の効果を再確認し、介護等における活用方法を学ぶ
講師：認定NPO法人　日本セラピューティック・ケア協会
認定講師　柴田 郁代 氏

精神疾患、うつ、統合失調症などの知識を習得するとともに、症状に応じた
支援方法の基礎を学ぶ
講師：静岡県精神保健福祉士協会 会長 澤野 文彦 氏

中堅職員に求められる組織人としての役割行動や、モチベーション向上の
ための知識、技能の習得
講師：日本女子大学 人間社会学部社会福祉学科 教授 久田 則夫 氏

社会福祉・対人援助専門職としての基本的な理論を初任者等へ伝え、福
祉専門職として育成する指導方法を学ぶ
講師：静岡県立短期大学部社会福祉学科 准教授 鈴木 俊文 氏 

車いすを利用する方が快適に過ごせるよう、車いすの調整とメンテナンスを
学ぶ
講師：井出商会 代表 井出 容敬 氏 

介護現場における紙おむつ装着に関する知識や技術の習得
講師：花王プロフェッショナル・サービス(株) 中部支社
メディカルサポートグループ マネジャー 西村 恵 氏

高齢者や障害のある方への口腔のケアに必要な知識・技術の習得
講師：認定歯科衛生士 小宮山 ひろみ 氏，佐藤 美紀 氏 

三島
商工会議所

シズウエル

シズウエル

シズウエル

シズウエル

シズウエル

シズウエル

シズウエル

1 

50

48 

7 

103

54 

40 

36 

平成29年度「老人の日・老人週間」キャンペーン
標語：みんなで築こう 安心と活力ある健康長寿社会

　平成29年７月21日、「ＡＢＣしあわせ基金寄附金贈呈式及び車両贈呈式」が執り行われ、株式会社ＡＢＣ様（代
表取締役社長　冨田直樹氏）から「ＡＢＣしあわせ基金」に500万円の御寄附をいただきました。
　「ＡＢＣしあわせ基金」は、今年で15年目を迎え、寄附総額は1億641万円にも及びます。
　また、寄附金をもとに今年度は4団体に車両が贈られ、寄贈車両総数は累計66台（29年度含む）となりました。
　贈呈式では、株式会社ＡＢＣ冨田直樹代表取締役社長様から御挨拶をいただき、その後、冨田英児代表取締
役副社長様並びに県社協の神原会長から、寄贈先4団体の代表者にゴールデンキーが授与されました。
　ゴールデンキーを手にした代表者からは、喜びと感謝の言葉とともに、改めて事業の熱意が述べられました。
「ＡＢＣしあわせ基金」のロゴの入った車両が、県内各地で活躍しています。

「　　　　しあわせ基金」寄附金並びに車両贈呈式

社会福祉法人静岡県社会福祉協議会「ＡＢＣしあわせ基金」について
静岡県、山梨県、長野県、愛知県で39店舗のパチンコホールを展開している株式会社ＡＢＣ様から、創業50周年の
記念事業の一環として、在宅福祉活動の充実と発展を図ることを目的に寄附いただいた浄財により、平成15年に
設置されたものです。以来、本会を通じて毎年社会福祉団体や民間非営利活動団体等へ車両を寄贈しています。

社会福祉法人「見晴学園」
事業内容：障がい者支援、障がい福祉サービス事業　
寄贈車両：スズキ　アルトＬ

特定非営利活動法人「ほがらか」
事業内容：生活介護、自立訓練事業
寄贈車両：スズキ　スペーシア

特定非営利活動法人「やまっこの家」
事業内容：就労継続支援、障がい者生活支援事業
寄贈車両：トヨタ　シエンタ

社会福祉法人「掛川市社会福祉協議会」
事業内容：地域福祉活動　
寄贈車両：ダイハツ　ミライース

寄附金の授受
右から寄附者：冨田副社長、冨田社長、寄附受領者：神原会長、川和田事務局長　

株式会社ＡＢＣ　冨田直樹　代表取締役社長

冨田副社長と神原会長からゴールデンキーの授与 冨田社長、冨田副社長、神原会長、運営委員の方 （々前列）
寄贈先４団体の方 （々後列）

平 成29年 度 寄 贈 先 団 体
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静岡県社会福祉人材センター研修課主催の研修会のお知らせ
平成29年11月開催分をお知らせします。
★ラクラク申込み『WEB サービス』（会員対象）を御利用ください！→WEB サービスサイト http://www.shizuoka-wel.jp/member/training

問い合わせ先 ： 研修課　電話 054-271-2174☆詳しくはホームページをご覧ください　静岡県社協 研修 検  索

（１）すべての高齢者が安心して自立した生活ができる、
保健・福祉のまちづくりを進め、ふれあいの輪を広げ
よう。

（２）高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・社会参
加・ボランティア活動を進めよう。 

（３）高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防への取り組
みを進めよう。 

（４）高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支援のあ
り方や介護問題等をみんなで考え、高齢者や介護者
を支える取り組みを積極的に進めよう。 

（５）超高齢社会における家族や地域社会等の役割を理
解し、お互いに協力して安心と活力ある長寿社会を
つくろう。 

（６）減災や防災への取り組みに関心を持ち、日頃から地
域でのつながりを築こう。

キャンペーンが目指す６つの目標

9月15日は「老人の日」、9月15日から21日までの
１週間は「老人週間」です。
9月15日は「老人の日」、9月15日から21日までの
１週間は「老人週間」です。

□主唱　内閣府／消防庁／厚生労働省／全国社会福祉協議会／全国老人クラブ連合会／長寿社会開発センター／日本医師会／
日本歯科医師会／日本薬剤師会／日本看護協会／日本社会福祉士会／日本介護福祉士会

□協賛　ＮＨＫ／日本新聞協会／日本民間放送連盟

研修名 開催日 会場 対象者 内容・講師研修NO.

11/28
12/12～13

11/6

11/7

11/13

11/14

11/16
（午前）

11/16
（午後）

11/20

福祉職員キャリアパス対応
生涯研修課程
初任者コース（東部）

【新規】
心とからだに安らぎを与える

“手当て”セラピューティック・ケア

精神疾患の理解

福祉職場のチーム力
向上講座

「実践理論」を活用した
専門職教育法講座

【新規】
車いすメンテナンス
セミナー

【新規】
快適なおむつの
使い方講座

口腔のケア講座

初任者（概ね入職後１～２年
程度の職員）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

・サービス提供者、チームの一員としての基本の習得
・福祉職員が自らのキャリアデザインを描く
 講師：福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程指導者

「触れること」の効果を再確認し、介護等における活用方法を学ぶ
講師：認定NPO法人　日本セラピューティック・ケア協会
認定講師　柴田 郁代 氏

精神疾患、うつ、統合失調症などの知識を習得するとともに、症状に応じた
支援方法の基礎を学ぶ
講師：静岡県精神保健福祉士協会 会長 澤野 文彦 氏

中堅職員に求められる組織人としての役割行動や、モチベーション向上の
ための知識、技能の習得
講師：日本女子大学 人間社会学部社会福祉学科 教授 久田 則夫 氏

社会福祉・対人援助専門職としての基本的な理論を初任者等へ伝え、福
祉専門職として育成する指導方法を学ぶ
講師：静岡県立短期大学部社会福祉学科 准教授 鈴木 俊文 氏 

車いすを利用する方が快適に過ごせるよう、車いすの調整とメンテナンスを
学ぶ
講師：井出商会 代表 井出 容敬 氏 

介護現場における紙おむつ装着に関する知識や技術の習得
講師：花王プロフェッショナル・サービス(株) 中部支社
メディカルサポートグループ マネジャー 西村 恵 氏

高齢者や障害のある方への口腔のケアに必要な知識・技術の習得
講師：認定歯科衛生士 小宮山 ひろみ 氏，佐藤 美紀 氏 
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平成29年度「老人の日・老人週間」キャンペーン
標語：みんなで築こう 安心と活力ある健康長寿社会

　平成29年７月21日、「ＡＢＣしあわせ基金寄附金贈呈式及び車両贈呈式」が執り行われ、株式会社ＡＢＣ様（代
表取締役社長　冨田直樹氏）から「ＡＢＣしあわせ基金」に500万円の御寄附をいただきました。
　「ＡＢＣしあわせ基金」は、今年で15年目を迎え、寄附総額は1億641万円にも及びます。
　また、寄附金をもとに今年度は4団体に車両が贈られ、寄贈車両総数は累計66台（29年度含む）となりました。
　贈呈式では、株式会社ＡＢＣ冨田直樹代表取締役社長様から御挨拶をいただき、その後、冨田英児代表取締
役副社長様並びに県社協の神原会長から、寄贈先4団体の代表者にゴールデンキーが授与されました。
　ゴールデンキーを手にした代表者からは、喜びと感謝の言葉とともに、改めて事業の熱意が述べられました。
「ＡＢＣしあわせ基金」のロゴの入った車両が、県内各地で活躍しています。

「　　　　しあわせ基金」寄附金並びに車両贈呈式

社会福祉法人静岡県社会福祉協議会「ＡＢＣしあわせ基金」について
静岡県、山梨県、長野県、愛知県で39店舗のパチンコホールを展開している株式会社ＡＢＣ様から、創業50周年の
記念事業の一環として、在宅福祉活動の充実と発展を図ることを目的に寄附いただいた浄財により、平成15年に
設置されたものです。以来、本会を通じて毎年社会福祉団体や民間非営利活動団体等へ車両を寄贈しています。

社会福祉法人「見晴学園」
事業内容：障がい者支援、障がい福祉サービス事業　
寄贈車両：スズキ　アルトＬ

特定非営利活動法人「ほがらか」
事業内容：生活介護、自立訓練事業
寄贈車両：スズキ　スペーシア

特定非営利活動法人「やまっこの家」
事業内容：就労継続支援、障がい者生活支援事業
寄贈車両：トヨタ　シエンタ

社会福祉法人「掛川市社会福祉協議会」
事業内容：地域福祉活動　
寄贈車両：ダイハツ　ミライース

寄附金の授受
右から寄附者：冨田副社長、冨田社長、寄附受領者：神原会長、川和田事務局長　

株式会社ＡＢＣ　冨田直樹　代表取締役社長

冨田副社長と神原会長からゴールデンキーの授与 冨田社長、冨田副社長、神原会長、運営委員の方 （々前列）
寄贈先４団体の方 （々後列）

平 成29年 度 寄 贈 先 団 体
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県社協への寄附金県社協への寄附金

左）親切会中部支部 支部長  宮部 龍二 様　　右）本会 事務局長  川和田 篤

日立グループ「親切会」中部支部 様 から本会（ふれあい基金）
へ100,000円のご寄附をいただきました。（7月27日）

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償 !!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

ふくしの保険 検 索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円

1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

● このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ ●

〈SJNK16 16921　2017.2.3 作成〉

ありがとうございました

静岡県社会福祉協議会は、県民の皆さまや様々な機関・団体と連携し、「福祉のまちづくり」を目的と
した事業を実施しています。

・福祉の推進に向けた意識啓発　・人材養成（育成）　・担い手確保　・地域福祉活動の推進
・権利擁護の充実　 ・情報提供　・福祉事業者支援　・災害ボランティアセンター
こうした本会の活動に賛同し、資金的な援助をしていただける賛助会員を募集しています。

◆ 特　典（賛助会員）
　 １. 機関紙「社会福祉しずおか」を毎月お届けします。
　 ２. 社会福祉に関する情報「メールマガジン」（月２回）を配信します。
　 ３. 法人・団体会員には、県内「社会福祉施設・団体要覧」（年1回発行）をお届けします。
　 ４. 申告により、所得税・個人住民税、法人税等の優遇措置を受けることができます。

◆ 会　費（年額）
　 個人　一口／2,000円　法人・団体　一口／10,000円
　 ※何口でも御加入いただけます。

◆ 申込みについて
　 入会申込書に必要事項を御記入の上、下記までお送りください。
　 書類を確認後、こちらから会費のお支払等の御案内をお送りします。
　　※なお、入会申込書は本会ホームページ（http://www.shizuoka-wel.jp/）
　　　からダウンロードすることができます。

◆ 書類送付・問い合わせ先

〒420-8670　静岡市葵区駿府町1番70号　静岡県総合社会福祉会館シズウエル
社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 総務課 　TEL 054-254-5248　FAX 054-251-7508　

賛助会員を募集しています
福祉のまちづくり絵画コンクール優秀作品を紹介します（平成28年度）福祉のまちづくり絵画コンクール優秀作品を紹介します（平成28年度）

やさしさでつながる福祉（しあわせ）のまちやさしさでつながる福祉（しあわせ）のまちテーマ

●平成29年　No.802　毎月1日発行　1部　50円　発行　平成29年9月1日

〒420-8670 静岡市葵区駿府町1番70号　電話.054-254-5248　ＦＡＸ.054-251-7508　http://www.shizuoka-wel.jp
E-mail spcsw@shizuoka-wel.jp

社会福祉法人静岡県社会福祉協議会
編集発行

社会参加で地域づくり・健康づくり
～壮年熟期活躍プロジェクト～

※学校名、学年は平成28年度のものです。

※本機関紙は皆さまの会費を充当し発行しております。
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